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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域を分離するよ
うに形成された第１の非成膜領域とを有するとともに、前記第１の非成膜領域とは異なる
第２の非成膜領域を有し、
　前記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロット
であり、
　前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属
膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
　径方向内方側の他方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録
領域とし、前記中心孔側に隣接する前記第２の非成膜領域と前記略環状のスロットとを径
方向につなげる形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、
　前記ＩＣチップのアンテナである前記第１アンテナ部および前記第２アンテナ部への給
電用の端子が、前記第１の非成膜領域を跨ぐようにして前記第１アンテナ部および第２ア
ンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層と接続されているとともに、前記ＩＣチップの
アンテナへの給電用の端子を、前記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域の
それぞれの金属膜層と接続する際の、前記切り欠き部に対する周方向相対位置により、イ
ンピーダンスマッチングを図ることを特徴とするディスクメディア。
【請求項２】
　発信または受信しようとする電波の前記樹脂基板上での誘電率を考慮した電気的波長を
、λとしたとき、前記略環状のスロットの周長は略λであることを特徴とする請求項１に
記載のディスクメディア。
【請求項３】
　前記略環状のスロットの幅は、前記ＩＣチップのアンテナへの給電用の端子を接続する
給電部付近を除き、前記ＩＣチップのアンテナへの給電用の端子間の距離よりも広いこと
を特徴とする請求項１または２に記載のディスクメディア。
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【請求項４】
　前記略環状のスロットは、前記ディスクメディアをディスクドライブ装置にクランプす
るクランピング領域より径方向外方側に配置されることを特徴とする請求項１から請求項
３のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項５】
　前記略環状のスロットは、円環状であることを特徴とする請求項１から請求項４のいず
れか１項に記載のディスクメディア。
【請求項６】
　前記略環状のスロットが、少なくとも１つ以上あることを特徴とする請求項１から請求
項４のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項７】
　前記略環状のスロットは、多角形であることを特徴とする請求項１から請求項４のいず
れか１項に記載のディスクメディア。
【請求項８】
　前記ＩＣチップは、前記金属膜層の表面に搭載されていることを特徴とする請求項１か
ら請求項７のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項９】
　前記ＩＣチップは、前記金属膜層の下地基板である前記樹脂基板に凹部を設け、該凹部
の底面に形成された前記金属膜層の表面に搭載されていることを特徴とする請求項１から
請求項８のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１０】
　前記金属膜層は前記樹脂基板の上方から異方性デポジションによって成膜されることを
特徴とする請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１１】
　前記ＩＣチップのアンテナへの給電用の端子は、異方性導電膜を介して前記第１アンテ
ナ部および第２アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層に接続されていることを特徴
とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１２】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域を分離するよ
うに形成された第１の非成膜領域とを有するとともに、前記第１の非成膜領域とは異なる
第２の非成膜領域を有し、
　前記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロット
であり、
　前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属
膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
　径方向内方側の他方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録
領域とし、前記中心孔側に隣接する前記第２の非成膜領域と前記略環状のスロットとを径
方向につなげる形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、
　前記ＩＣチップを含んだ小型インレットの小型アンテナの所定箇所が、前記第１の非成
膜領域を跨ぐようにして前記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域それぞれ
の金属膜層と電気的に接続、または静電容量結合によって接続されているとともに、
　前記小型インレットの小型アンテナの所定箇所を前記分離された前記第１アンテナ部お
よび第２アンテナ部の金属膜領域の金属膜層に接続する際の、前記切り欠き部に対する周
方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図ることを特徴とするディスクメディ
ア。
【請求項１３】
　前記略環状のスロットは、円環状であることを特徴とする請求項１２に記載のディスク
メディア。
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【請求項１４】
　前記略環状のスロットが、少なくとも１つ以上あることを特徴とする請求項１２に記載
のディスクメディア。
【請求項１５】
前記略環状のスロットは、多角形であることを特徴とする請求項１２に記載のディスクメ
ディア。
【請求項１６】
　発信または受信しようとする電波の前記樹脂基板上での誘電率を考慮した電気的波長を
、λとしたとき、前記小型インレットの小型アンテナの長さはλ／２よりも短く、
　前記略環状のスロットの周長は略λであることを特徴とする請求項１２から請求項１５
のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１７】
　前記略環状のスロットが、前記ディスクメディアをディスクドライブ装置にクランプす
るクランピング領域より径方向外方側に設けられ、
　前記小型インレットは、前記第１の非成膜領域の表面に搭載されているか、前記第１の
非成膜領域の下地基板である前記樹脂基板の凹部に埋設されて搭載されているかのいずれ
かであることを特徴とする請求項１２から請求項１６のいずれか１項に記載のディスクメ
ディア。
【請求項１８】
　前記小型インレットの両端が前記分離された前記第１アンテナ部および第２アンテナ部
の金属膜領域のそれぞれの金属膜層に電気的に接続されるときは、前記小型インレットの
両端と前記金属膜層との間に異方性導電膜を介在させて接続されることを特徴とする請求
項１２から請求項１７のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項１９】
　前記ディスクメディアはＣＤまたはＤＶＤであることを特徴とする請求項１から請求項
１８のいずれか１項に記載のディスクメディア。
【請求項２０】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域を分離するよ
うに形成された第１の非成膜領域とを有するとともに、前記第1の非成膜領域とは異なる
第２の非成膜領域を有し、
　前記第１の非成膜領域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロット
であり、
　前記略環状のスロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属
膜領域は、第１アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、
　径方向内方側の他方の金属膜領域は、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録
領域とし、前記中心孔側に隣接する前記第２の非成膜領域と前記略環状のスロットとを径
方向につなげる形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を有し、
　前記ＩＣチップは、その一方の面に実装アンテナを有し、前記ＩＣチップを前記略環状
のスロット内に搭載するとともに、前記ＩＣチップを前記略環状のスロット内に搭載する
際の、前記切り欠き部に対する周方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図る
ことを特徴とするディスクメディア。
【請求項２１】
　非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチップを搭載したディスクメディアであ
って、
　前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金属膜領域と、前記金属膜領域より径方向内
方側に形成された非成膜領域とを有するとともに、前記金属膜領域は第１アンテナ部を構
成し、
　前記ＩＣチップおよび小型アンテナを有する小型インレットと、前記非成膜領域に位置
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を対応させて金属薄膜で形成された第２アンテナ部と、を固定されたシールを、別体とし
て用意し、
　前記第２アンテナ部は、径方向の切り欠き部を有し、
　前記シールを前記ディスクメディアに貼り付けたとき、前記第２アンテナ部と前記ディ
スクメディアの前記第１アンテナ部の金属膜領域の間には、径方向に非成膜領域である略
環状のスロットが形成され、前記小型インレットの小型アンテナの所定箇所が、前記略環
状のスロットを跨ぐようにして前記第２アンテナ部の金属薄膜および前記第１アンテナ部
の金属膜領域の金属膜層と静電容量結合によって接続されているとともに、
　前記小型インレットの小型アンテナの所定箇所を前記第１アンテナ部の金属膜領域の金
属膜層および前記第２アンテナ部の金属薄膜に接続する際の、前記切り欠き部に対する周
方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図ることを特徴とするディスクメディ
ア。
【請求項２２】
　ＩＣチップを搭載したディスクメディアの製造方法であって、
　前記ディスクメディアの樹脂基板上に金属膜層を有する金属膜領域を形成する際に、
　中心孔からほぼ等距離の金属膜層が成膜されていない第１の非成膜領域である略環状の
スロットにより、前記金属膜領域を、径方向外方側の一方の金属膜領域と径方向内方側の
他方の金属膜領域とに分離するとともに、
　前記他方の金属膜領域において前記中心孔側に隣接する第２の非成膜領域と前記略環状
のスロットとを径方向につなげる形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を形成
する工程と、
　前記略環状のスロットを跨いで前記ＩＣチップが搭載される位置に対応する前記金属膜
層の表面と前記ＩＣチップのアンテナへの給電用の端子を接続する際に、前記切り欠き部
に対する周方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図るように接続する工程と
、
を含むことを特徴とするディスクメディアの製造方法。
【請求項２３】
　ＩＣチップとアンテナとのインピーダンスマッチング用のスリットを有する小型アンテ
ナとを含んでなる小型インレットを搭載したディスクメディアの製造方法であって、
　前記ディスクメディアの樹脂基板上に金属膜層を有する金属膜領域を形成する際に、
　中心孔からほぼ等距離の金属膜層が成膜されていない第１の非成膜領域である略環状の
スロットにより、前記金属膜領域を、径方向外方側の一方の金属膜領域と径方向内方側の
他方の金属膜領域とに分離するとともに、
　前記他方の金属膜領域において前記中心孔側に隣接する第２の非成膜領域と前記略環状
のスロットとを径方向につなげる形状の、金属膜層が成膜されていない切り欠き部を形成
する工程と、
　前記ディスクメディアに形成された金属膜層の部分の内、前記小型アンテナの所定箇所
を、前記略環状のスロットを跨いで金属膜層に接続する際に、前記切り欠き部に対する周
方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図るように固定する工程と、
を含むことを特徴とするディスクメディアの製造方法。
【請求項２４】
　ＩＣチップを用いた小型インレットを搭載したディスクメディアの製造方法であって、
　情報記録領域に金属膜層が形成された前記ディスクメディアの前記情報記録領域の内周
半径に対して所定量小さい半径の略環状で、径方向に切り欠き部を有した金属薄膜と、前
記切り欠き部に対する周方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図るように前
記金属薄膜の外周縁にその一方の端部を重ねた前記小型インレットとを備えたシールを、
前記情報記録領域の内周縁と前記金属薄膜の外周縁とを前記所定量の間隙を保持して、前
記情報記録領域が形成されたディスクに貼り付ける工程を含むことを特徴とするディスク
メディアの製造方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のディスクメディアは、前記の目的を達成するために創案されたものである。そ
のために本発明のディスクメディアは、非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチ
ップを搭載したディスクメディアであって、前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金
属膜領域と、前記金属膜領域を分離するように形成された第１の非成膜領域とを有すると
ともに、前記第１の非成膜領域とは異なる第２の非成膜領域を有し、前記第１の非成膜領
域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロットであり、前記略環状の
スロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属膜領域は、第１
アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、径方向内方側の他方の金属膜領域は
、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録領域とし、前記中心孔側に隣接する前
記第２の非成膜領域と前記略環状のスロットとを径方向につなげる形状の、金属膜層が成
膜されていない切り欠き部を有し、前記ＩＣチップのアンテナである前記第１アンテナ部
および前記第２アンテナ部への給電用の端子が、前記第１の非成膜領域を跨ぐようにして
前記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層と接続されて
いるとともに、前記ＩＣチップのアンテナへの給電用の端子を、前記第１アンテナ部およ
び第２アンテナ部の金属膜領域のそれぞれの金属膜層と接続する際の、前記切り欠き部に
対する周方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図ることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明のディスクメディアは、非接触で外部との情報の受け渡しが可能なＩＣチ
ップを搭載したディスクメディアであって、前記ディスクメディアは、樹脂基板上に、金
属膜領域と、前記金属膜領域を分離するように形成された第１の非成膜領域とを有すると
ともに、前記第１の非成膜領域とは異なる第２の非成膜領域を有し、前記第１の非成膜領
域は、中心孔からほぼ等距離の近傍に配置される略環状のスロットであり、前記略環状の
スロットにより分離された金属膜領域のうち、径方向外方側の一方の金属膜領域は、第１
アンテナ部を構成するとともに、情報記録領域とし、径方向内方側の他方の金属膜領域は
、第２アンテナ部を構成するとともに、情報非記録領域とし、前記中心孔側に隣接する前
記第２の非成膜領域と前記略環状のスロットとを径方向につなげる形状の、金属膜層が成
膜されていない切り欠き部を有し、前記ＩＣチップを含んだ小型インレットの小型アンテ
ナの所定箇所が、前記第１の非成膜領域を跨ぐようにして前記第１アンテナ部および第２
アンテナ部の金属膜領域それぞれの金属膜層と電気的に接続、または静電容量結合によっ
て接続されているとともに、前記小型インレットの小型アンテナの所定箇所を前記分離さ
れた前記第１アンテナ部および第２アンテナ部の金属膜領域の金属膜層に接続する際の、
前記切り欠き部に対する周方向相対位置により、インピーダンスマッチングを図ることを
特徴とする。
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